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北海道大学病院における高気圧酸素治療の
現状
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【はじめに】高気圧酸素治療（hyperbaric oxygen；HBO）は多
岐の疾患の病態改善を図る目的に用いられるが，本邦におけ
る第二種装置の治療実態と稼働状況の報告は少ない。今回，
当院の第二種装置を用いたHBO症例について集計したので報
告する。

【対象と方法】2007年4月から2012年3月までの5年間にHBO
を施行した808例を対象に，適応疾患，延治療回数，保険適
応（救急的なもの，非救急的なもの），治療時間帯について年
間推移と比率を算出した。適応疾患は高気圧酸素治療による
治療に関する実態調査報告1）の高気圧酸素治療施行傷病群の
分類を用いた。

【結果】適応疾患の上位5傷病群は聴覚障害154例（19.1％），
急性末梢循環障害142例（17.6％），腹部臓器・消化器疾患
118例（14.6％），放射線障害77例（9.5％），骨髄炎46例（5.7％）
であり，HBO症例の66％を占めた（表1）。腹部臓器・消化器
疾患のなかでも術後肝機能障害が34例であり近年増加傾向が
認められ，スポーツ外傷（コンディショニング含む）は延58回が
実施された。延治療数は5年間で2,890回の装置稼働により
5,957回（年間平均：161.6例，578.0回稼働，延1,191.4回）
が施行された（図1）。HBO装置の治療人数は平均2.1人/回
であった。保険適応は救急的なものが延841回，非救急的な
ものが延1,497回（年間平均：救急適応168回，非救急適応
299回）であり，救急的なものは全体の14.1％であった（図2）。
治療時間帯は1部（10：00〜11：35）に実施されたのが38.1％，
2部（13：00〜14：35）が30.9％，3部（15：00〜16：35）が
20.6％であり，夜間および休日に実施された治療は全体の10.5
％であった。

【考察】当院の対象疾患は聴覚障害が最も多いが，本邦で実施
された第一種および第二種装置の実態調査では脳血管障害と
頭部疾患が最上位の傷病群であり1），各施設における診療科
と診療内容の違いに関与していると示唆された。HBOの適応
は広範に渡るが，なかでも術後肝機能障害については肝庇護
剤の他に類洞内皮障害の軽減2）を目的に実施したことが治療
数の増加に繋がり，スポーツ外傷についてはプロスポーツ選手
を中心とした抗炎症作用，創傷治癒促進，疲労回復効果3）が
期待されており，今後症例数を重ねた治療効果の評価が重要
となる。また，当院は札幌市で唯一第二種装置を保有し減圧
症に対応しているが，救急的なものは全治療の14.1％と少なく，
定期的な保守管理と熟練した操作者を必須とするHBOにおい
て，安全な治療と施設維持を両立されるための経費として適切
な診療報酬の改定が必要と考えられた。

【おわりに】HBOの有効性が確立された疾患がある一方で治療
効果の評価が困難な症例も存在するため治療成績を加えた詳
細な検証と，治療時間を問わず安全で安定した治療が可能な

施設運営を実現できる診療報酬の改定が必要である。
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図 2　診療報酬による適応の年次推移

図1　第二種装置の稼働数と延治療回数の年次推移

表1　適応疾患


